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Future Earth 10年最大の功績：
科学の粋を集め、気候変動の原因を人間活動と断定
IPCC AR6(2021年) 物質・生物の知が物理気候に加わる

https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2025
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出典：UNEP Emission Gap Report 2025

カーボンニュートラルへ
向けた協調行動
COP/UNFCCCでは
新たな衛星観測利用
セミナーで金融・民間・
アカデミアが一緒に登
壇

写真提供：国立環境研究所



10か国超、57名共著の論
文をリード
Kanaya et al. (2025)

個人の経験：Future Earthは「梃子（てこ）」

• 海洋地球研究船「みらい」からの海洋大気中オゾン濃度データを種火に、
国際協力を引き出し、10倍の世界データを手にした。公開・論文化、アセスメントを実現。
人とのつながり。

ヨウ素の海洋大気化学
など新発見も



不変 不変
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専門研究「も」十分に推進すべき
これからの「Future Earth 2.0」

超学際研究は進んだが評価されず
専門の深化との間の「ジレンマ」
横断的知見構築には専門分野を追究する
時間も必要
（例：「気候安定化」と「汚染軽減」の
シナジー・トレードオフ関係理解）

(B)学際

(C)超学際

（A)専門内

N=19 (16 GRN, 3 WCRP )
ご協力感謝
CLIVARx2, CliC
PAGES, SSCP KAN, iLEAPSx2, 
EvolvES, Nexus KAN, IMBeRx2, 
FiEc KAN, Risk KAN, EaSyGov, 
GCP, SOLAS, IGAC, GLP, FECoasts

研究の力点は？2015年 vs. 2025年
GRN運営委員級国内研究者層(n=19)への一斉
調査(2025年1-2月）

残された課題
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